
議会を傍聴しませんか？　次の定例会は、９月９日（火）開会予定です。
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後 記

４月 ７日 議会全員協議会

８日 議会広報特別委員会

18日 議会広報特別委員会

５月12～13日 福祉環境・建設経済常任委員会

合同研修（長野県千曲市）

19日 行政視察来庁（大分県由布市）

21～22日 総務常任委員会（長野県飯田市、下條村）

文教常任委員会（長野県東御市、群馬県六合村）

29日 ４常任委員会合同委員会

６月 ５日 議会運営委員会

議会全員協議会

10～12日 第２回定例会

10～11日 文教常任委員会

12日 議会広報特別委員会

７月 9日 福祉環境常任委員会

建設経済常任委員会

11日 議会広報特別委員会

14日 議会運営委員会

議会全員協議会

４常任委員会合同委員会

  月　日

　市議会では市議会だよりに『私のメッセージ』コーナーを設置し、広く市民の皆様

からのご意見を募集いたします。奮ってご応募ください。

　応募方法：封書・FAX またはメールで 600 字以内（氏名・住所・電話番号を記入）

　応募のあて先・お問い合せは市議会事務局まで

　　TEL 0296-75-3111　FAX 0296-75-6633

　　〒 309-1292　桜川市岩瀬 64 番地２　E-mail  g ika i@c ity .sakuragawa. lg . jp

　
満
六
十
歳
を
迎
え
た
二
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。
健
康
の
維
持
を
目
的
に
次
の

二
つ
の
こ
と
を
実
施
し
よ
う
と
決
心
し

た
。

　
第
一
は
約
四
十
年
間
吸
い
続
け
て
き

た
タ
バ
コ
の
禁
煙
、
第
二
は
毎
朝
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
実

行
で
あ
る
。
禁
煙

は
、
二
年
が
経
過
し

た
現
在
ま
で
完
全

に
実
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
は
天
候
に
左
右

さ
れ
る
の
で
毎
日

と
は
い
か
な
い
が
、

コ
ー
ス
を
四
通
り

決
め
て
毎
回
違
っ

た
コ
ー
ス
を
歩
い

て
い
る
。
距
離
に
し

て

五

〜

六

キ

ロ

メ
ー
ト
ル
、
時
間
は
約
一
時
間
で
あ
る
。

　
加
波
山
、
筑
波
山
の
新
緑
や
紅
葉
を

眺
め
な
が
ら
の
早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は

ま
た
格
別
で
あ
る
。

　
と
き
ど
き
、
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
を
歩

い
て
い
る
と
、
犬
の
散
歩
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
な
ど
を
し
て
い
る
人
々
と
出
会
い
、

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
あ
る
。
見

ず
知
ら
ず
の
人
で
あ
っ
て
も
何
か
す
が

す
が
し
い
気
分
に
な
っ
て
く
る
か
ら
不

思
議
な
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
は
、
禁
煙
と

早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
実
行
に
よ
り
、

こ
の
二
年
間
医
者

い
ら
ず
の
健
康
な

生
活
を
送
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
肉

体
面
と
精
神
面
に

す
ば
ら
し
い
効
果

の
あ
る
禁
煙
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
可

能
な
限
り
継
続
し

て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
は
、
八
十
歳
く
ら
い
ま
で
毎
年

二
〜
三
回
海
外
旅
行
に
行
く
こ
と
を
目

標
に
、
お
互
い
健
康
に
留
意
し
な
が
ら

頑
張
ろ
う
と
家
内
と
も
話
し
て
い
る
こ

の
ご
ろ
で
あ
る
。

　このほど、茨城県で初めて桜川市が第15

回優秀観光地づくり金賞（総務大臣賞）を

受賞しました。これは真壁地区の皆さんの

まちづくりが高く評価されたためと聞いて

おります。

　さて、〔まちづくり〕とは何でしょうか。

ちょっと漠然とした問いかけですが、私は

〔ひとづくり〕と考えています。

　よき人材が、よき仲間を増やし、よきま

ちをつくっていくと信じているからです。

　真壁でまちづくりに取り組んでいる皆さ

んは、自分のできることで、まちがよくな

ることに自信と誇りを持っているようです。

　私も自分のできることから、少しでも住

みよい桜川市づくりをするために、日々努

力していきたいと感じました。

「還暦の誓い」




